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2007 性現象論Ｂ テーマ１ ジェンダー・労働・家族

２ 近代日本社会における恋愛・結婚・家族
２・１ 近代家族の形成：〈家庭〉と〈主婦〉

2・1・1 現代の結婚：〈恋愛結婚〉について

◆家族の始まりとしての結婚

◆私たちにとって「結婚」とは何か？

（国立社会保障・人口問題研究所「第 12回出生動向基本調査」 2002年、および、同「第 11回調査」 1997年）

◆人は結婚に何を求めているの

か？

（内閣府「国民生活選好度調

査」 2001年）
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◆「恋愛と結婚は別」の謎

「恋愛と結婚は別である」と答えた人の割合

まったく賛成： 21.6%

どちらかといえば賛成： 35.3%

どちらかといえば反対： 29.9%

まったく反対： 9.3%

（同上「第11回調査」1997年）

２・２ 現代における家族：〈近代家族〉
2・2・1 「近代家族」という概念

◆〈近代家族〉の特徴とは？

�落合恵美子『 21世紀家族へ［新版］』有斐閣（同『近代家族の曲がり角』角川書店も参照）
①家内領域と公共領域との分離

②家族構成員相互の強い情緒的関係

③子ども中心主義

④男は公共領域・女は家内領域という性別分業

⑤家族の集団性の強化

⑥社交の衰退とプライバシーの成立

⑦非親族の排除

（⑧核家族）

〈「家庭」＝日本における近代家族。近代的性別役割分業／成員間の情緒的関係〉

2・2・2 「良妻賢母」主義

�小山静子『良妻賢母という規範』勁草書房

『家庭の生成と女性の国民化』勁草書房

2・2・3 〈主婦〉の誕生

�瀬地山角『東アジアの家父長制』勁草書房

◆「女性の社会進出」神話 〔→ DVD 〕
◆女子労働力率の推移

（『昭和 57 年労働経済の分析（労働白書）』労働省よ
り

http://wwwhakusyo.mhlw.go.jp/wpdocs/hpaa198
301/b0036.html)

このグラフが示しているように、日本の女子労働力

率は昭和 50年（ 1975年）に最低になる。
＝女性の「専業主婦化」。
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2・2・4 近代国家の基盤としての〈家庭〉

�牟田和恵『戦略としての家族』新曜社

明治期の雑誌の分析から：Ｍ20年頃をピークとして、家庭の団らんや家族員の心的交流に高い価値を付与する新しい家族

のあり方、雑誌に表れる表現をそのまま使えば、「家庭（ホーム）」的な家族を理想とする記事が多く現れる。その特徴は下

記の通り。

①拝西洋・廃東洋：西洋の家庭を見ならい、「男女相愛の情」にもとづく夫婦と親子別居を勧める。

②産業化：伝統的直系家族制度の下での家督相続は、自主独立・事業振興・社会進歩を妨げる。

③「家」に優先する国家：特にＭ30以降。「家長」への服従よりも「社会国家」に対する徳を。

④「家庭」と国家の連続

2・2・5 〈近代家族〉概念のまとめ

①「男は会社、女は家事・育児、（子どもは学校）」という性別役割分業

②女性の処女性の偏重や「良妻賢母主義」は近代に特有の現象である。

③〈近代家族〉は近代国家の基盤である。

【資料】


